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1 はじめに 

 

 現在、56 万人以上の車椅子を利用しているハ

ンディキャップ者がいる。国を上げてユニバー

サルデザインに基づく社会環境の基盤整備が進

められているにも関わらず、彼らを町で見かけ

ることはあまり多くはない。その最大の理由は、

ハンディキャップ者が外出するための情報が少

ないということにあると思われる。そこで本研

究ではハンディキャップ者が外出した際に、そ

れを支援するナビゲーションシステムを構築す

る。 

 ナビゲーションシステムを構築するにあたり、

身近で最も普及しているモバイル端末である携

帯電話、PHS を用いてナビゲーションを行う。

これらのモバイル端末は高性能になってきてお

り、様々なアプリケーションを実行できる環境

が整ってきている。しかし、個々の端末自体の

メモリやバッテリーのハードウェア性能は異な

っており、それに対応できるようなアプリケー

ションも必要となる。 

 本研究においてアプリケーションの開発が容

易なプラットフォームである Windows Mobile を

搭載した PHS を用いて、車椅子から得た位置情

報を元に周辺の情報を表示するナビゲーション

システムを作成する。従来のナビゲーションシ

ステムと異なる点は、ハンディキャップ者のレ

ベルやナビゲーション画面を表示するモバイル

端末の性能によってナビゲーション内容が異な

るという点である。また、今回の研究では環境

を GPS の届きにくいデパートや博物館などの塔

内に限定し、車椅子自身が移動距離などによっ

て導き出した位置座標を元にナビゲーションを

行うものとする。 

 

 

 

 

 

2 シミュレーション方法と環境 

 

 ナビゲーションシステムを構築するにあたり、

モバイル端末の性能レベルを 4 段階に、ハンデ

ィキャップ者のレベルを 7 段階に分ける。この

それぞれのレベルに応じて周辺の障害物や施設

情報の画像などの情報を絞り込み、ナビゲーシ

ョンシステムへ転送する。今回の実験では使用

する機種がモバイル端末の性能レベルの４にあ

たるもののみを使用するため、任意の等級を付

与し実験を行う。 

 

１ データフォルダ 1M 未満(モノクロの画像,その他) 

２ データフォルダ 10M 未満(縮小サイズの画像,その他) 

３ データフォルダ 10M 以上(フルサイズの画像,その他) 

４ 外部メモリ使用(フルサイズの画像,その他) 

表 1.モバイル端末の性能レベル[1] 

 

１級 つたい歩きができないもの 

２級 つたい歩きのみができるもの 

３級 支持なしで立位を保持し、その後 10m 歩行す

ることはできるが、椅子から立ち上がる動作

又は椅子に坐る動作ができないもの 

４級 椅子から立ち上がり、10m 歩行し再び椅子に

坐る動作に 15 秒以上かかるもの 

５級 椅子から立ち上がり、10m 歩行し再び椅子に

坐る動作は 15 秒未満でできるが、50cm 幅の

範囲を直線歩行できないもの 

６級 50cm 幅の範囲を直線歩行できるが、足を開

き、しゃがみこんで、再び立ち上る動作がで

きないもの 

７級 ６級以上には該当しないが、下肢に不随意運

動、失調等を有するもの 
表 2.ハンディキャップ者のレベル[2] 
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モバイル端末の性能レベルに応じてナビゲーシ

ョン画面に表示される MAP や周辺情報の詳細を

閲覧する際のデータ量を変化させる。レベルの

低い端末ほどサイズの大きな画像や膨大なテキ

スト文章を控える。 

 ハンディキャップ者のレベルはナビゲーショ

ン画面に表示される MAP 上の障害物情報をレベ

ルに応じて表示する。傾斜のある道などでは、

あるレベル以上のハンディキャップ者ではきつ

いと想定される場合、障害物情報としてナビゲ

ーション画面へ表示される。 

 

 

 
 

ナビゲーションシステムのプロトコルを以下

に記す。 

システム起動時に(ユーザ名,モバイル端末の

レベル,ハンディキャップ者のレベル)をサーバ

へ転送しデータベースへ登録。それと同時にサ

ーバから屋内 MAP を受け取る。 

その後は 3 秒ごとに(ユーザ名,位置座標)をサ

ーバへ転送し座標を更新、データベースに登録

してあるユーザ名と照合した後にハンディキャ

ップ者のレベルに応じた(障害物情報)を得る。 

周辺状況の詳細を要求した場合は(ユーザ名,

詳細要求)をサーバへ送り、データベースに登録 

してあるユーザ名と照合した後にモバイル端末 

 

レベルに応じた(詳細情報)を得る。 

 

 

3 シミュレーションの実施 

  

 モバイル端末用のナビゲーションは、Java 2 
Mobile Edition（J2ME）を使用してアプリケーシ

ョンの作成を行、サーバ側は Tomcat でサーブレ

ットを動かし、MYSQL のデータベースへの書き込

み、呼び出しを行う。 

モバイル端末は JAVA での実行環境が整って

いるものとし、シミュレーションを行う建物内

で PHS 網または携帯電話網へのアクセスが可能

な環境であるものとする。 

位置座標は車椅子から受け取るものとしてい

るが、今回はナビゲーションシステムのシミュ

レーションということで、実際に車椅子は使用

せずに、任意の座標を元にシミュレーションを

行なった。 

 

 

4 まとめ 

 

 本研究では主に携帯電話網を通じての通信を

想定してナビゲーションシステムの構築を行っ

たが、PDA などの無線 LAN を使用しての通信の

場合、大容量かつ高速のデータ通信を行うこと

ができ、より詳細なナビゲーションシステムを

構築できると予想される。また、実際に運用す

る際にはモバイル端末の性能レベルやハンディ

キャップ者のレベルをより細かく分け、より多

様な状況に対応できるシステムが必要となると

思われる。 
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